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６．子育ての手助け 

（１）親からの手助けの期待度 今後出産の予定や希望のある方にうかがいます。 問13 あなた方ご夫婦が今後お子さんを持つとしたら、お子さんが小さい間、ご夫婦のそれぞれのご両親からの子育ての手助けは期待できますか。（それぞれ○は１つ） 今後出産の予定や希望のある人に、親からの子育て援助の期待をたずねた。 「ひんぱんに期待できる」と「日常的に期待できる」を合わせた期待できる割合をみると、妻の母親からの手助けが24.2％で最も高く、次いでパートナー（夫）の母親からの手助けが17.2％、妻の父親からの手助けが14.8％となっている。 【図表1-6-1 親からの子育てへの手助けの期待度】                              
30.238.9 28.1 30.9 6.7 10.2 14.823.2 8.63.71.8 3.1Ｈ25県調査(n=285)Ｈ20県調査(n=162)

ほとんど期待できないときどきは期待できるひんぱんに期待できる 日常的に期待できるすでに亡くなっている無回答
(%)0 20 40 60 80 100

パートナー(夫)の
父親からの手助け

26.030.2 28.130.9 7.4 10.57.4 5.67.7 13.623.5 9.3Ｈ25県調査(n=285)Ｈ20県調査(n=162)
ほとんど期待できないときどきは期待できるひんぱんに期待できる 日常的に期待できるすでに亡くなっている無回答

(%)0 20 40 60 80 100
妻の父親からの

手助け

※いずれも今後出産を予定・希望している初婚どうしの妻 

17.520.4 31.9 40.7 10.9 15.413.3 11.13.5 4.322.8 8.0Ｈ25県調査(n=285)Ｈ20県調査(n=162)
ほとんど期待できないときどきは期待できるひんぱんに期待できる日常的に期待できるすでに亡くなっている無回答

(%)0 20 40 60 80 100
妻の母親からの

手助け
23.929.0 32.3 40.1 6.7 9.310.5 8.63.9 4.322.8 8.6Ｈ25県調査(n=285)Ｈ20県調査(n=162)

ほとんど期待できないときどきは期待できるひんぱんに期待できる 日常的に期待できるすでに亡くなっている無回答
(%)0 20 40 60 80 100

パートナー(夫)の
母親からの手助け
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（２）今後利用したい制度や施設 問13－１ 今後、（次の）お子さんをもつとしたら、子育てに関する各制度や施設を利用したいですか。（○はあてはまるものすべて） 今後出産の予定や希望のある人に、今後利用したい制度や施設をたずねると、就労者では、「産前・産後休暇制度」が55.3％で最も多く、次いで「育児休業制度（妻）」が53.7％となっている。以下、「公立の認可保育所（へき地保育所を含む）」（48.0％）、「短時間勤務制度（妻）」（42.3％）、「私立の認可保育所」（30.9％）で、いずれも未就労者に比べ就労者の割合のほうが高い。一方、「保育所・幼稚園等の一時預かり」や「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」は、就労者に比べ未就労者の希望割合が高くなっている。 【図表1-6-2 妻の就労の有無別 今後利用したい制度や施設】（複数回答）                             

48.042.330.927.620.318.716.39.88.14.13.31.62.4 23.6

18.419.127.017.1
24.317.89.25.96.67.97.95.3 15.1

53.755.3

34.9 53.9
36.8

0 20 40 60 80 (MA%)

就労している(n=123)就労していない(n=152)

産前・産後休暇制度育児休業制度（妻）公立の認可保育所（へき地保育所を含む）短時間勤務制度（妻）私立の認可保育所保育所・幼稚園等の一時預かり地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）認定こども園（保育所と幼稚園が一体化した施設）育児休業制度（夫）事業所内保育施設短時間勤務制度（夫）保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなどファミリーサポートセンター（会員間の育児の相互援助活動）認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）などどれも利用を希望しない無回答※今後出産を予定・希望している初婚どうしの妻 
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37.337.236.4
31.332.028.5

13.111.39.9
10.210.613.6 5.44.1

3.8
6.24.94.3第１子(n=1,645)第２子(n=1,259)第３子(n=404) (%)0 20 40 60 80 100

ほとんどなかった ときどきあったひんぱんにあった日常的にあったすでに亡くなっていた無回答パートナー(夫)の母親

15.418.724.0
31.734.633.2

29.423.919.3
16.515.013.4 4.73.9

3.6
5.43.83.2第１子(n=1,645)第２子(n=1,259)第３子(n=404) (%)0 20 40 60 80 100

ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった日常的にあったすでに亡くなっていた無回答妻の母親

（３）親からの手助けの状況 お子さんをお持ちの方にうかがいます。 問14 あなた方ご夫婦のお子さんが３歳になるまでの間、ご夫婦のそれぞれの両親からの子育ての手助けはありましたか。第１子、第２子、第３子について、それぞれあてはまる番号に○をつけてください。（お子さんが４人以上いらっしゃる方は、３人目までの記入で結構です。） ①妻もしくはパートナー（夫）の母親（父親）からの手助けの状況 妻の母親からの手助けについては、第１子から第３子いずれも「ときどきあった」が最も多い。「ひんぱんにあった」「日常的にあった」の割合は、第１子から第３子へと子どもが増えるとともに低くなり、「ほとんどなかった」が上昇している。 【図表1-6-3① 親からの手助けの状況＜妻の母親＞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パートナー（夫）の母親からの手助けについては、第１子から第３子いずれも「ほとんどなかった」の割合が高く、あったとしても「ときどきあった」が３割程度となっている。 【図表1-6-3② 親からの手助けの状況＜パートナー（夫）の母親＞】 
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妻の父親からの手助けについては、第１子、第２子は「ときどきあった」が各々34％台で最も高くなっているが、第３子になると、「ほとんどなかった」のほうが36.1％で最も高くなっている。「ひんぱんにあった」と「日常的にあった」の各割合は、子どもが増えるとともに低下している。 【図表1-6-3③ 親からの手助けの状況＜妻の父親＞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  パートナー（夫）の父親からの手助けについては、いずれの子どもも「ほとんどなかった」が４割台で最も多くなっている。 【図表1-6-3④ 親からの手助けの状況＜パートナー（夫）の父親＞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.042.340.8
26.526.424.8

12.614.017.1
5.26.36.2

6.1
5.45.7 5.65.75.2

第１子(n=1,645)第２子(n=1,259)第３子(n=404) (%)0 20 40 60 80 100
ほとんどなかった ときどきあったひんぱんにあった日常的にあった すでに亡くなっていた無回答パートナー(夫)の父親

30.431.236.1
34.734.230.9

14.212.510.4
6.96.54.5

9.59.811.4
4.45.86.7

第１子(n=1,645)第２子(n=1,259)第３子(n=404) (%)0 20 40 60 80 100
ほとんどなかった ときどきあったひんぱんにあった日常的にあったすでに亡くなっていた無回答妻の父親
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15.420.8 31.734.0 29.424.2 16.514.6 3.63.8 2.73.2Ｈ25県調査(n=1,645)Ｈ20県調査(n=904)
ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった日常的にあった すでに亡くなっていた無回答

(%)0 20 40 60 80 100

②母親からの手助けの状況の変化 子どもが３歳になるまでの間、妻の母親からの手助けが「日常的にあった」の割合が16.5％、「ひんぱんにあった」の割合が29.4％で、前回調査に比べ、手助けがあった割合（「日常的にあった」と「ひんぱんにあった」の合計）は45.9％と上昇する一方、「ほとんどなかった」及び「ときどきあった」の割合は低下している。 【図表1-6-3⑤ 妻の母親からの手助け】            パートナー（夫）の母親からの手助けが「日常的にあった」が10.2％、「ひんぱんにあった」が13.1％で、手助けがあった割合は23.3％となっており、前回調査に比べ、上昇している。 【図表1-6-3⑥ パートナー（夫）の母親からの手助け】            
37.338.6 31.332.5 13.110.3 10.211.6 3.83.8 3.24.3Ｈ25県調査(n=1,645)Ｈ20県調査(n=904)

ほとんどなかった ときどきあったひんぱんにあった日常的にあったすでに亡くなっていた無回答
(%)0 20 40 60 80 100

※子どもがいる初婚どうしの夫婦の妻  

※子どもがいる初婚どうしの夫婦の妻  
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③母親からの手助けの有無別 子育ての心理的・精神的な不安・負担感 妻もしくはパートナー（夫）の母親からの手助けがある妻は、そうでない妻に比べ、子育ての心理的・精神的な不安・負担を感じている割合（「まったく感じる」と「どちらかといえばそう感じる」の割合の合計）は低い。（母親の手助けあり：48.5％、母親の手助けなし：54.4％） 【図表1-6-3⑦ 母親からの手助けの有無別 心理的・精神的な不安・負担感】             
 

（４）子どもが３歳になるまでの間の制度や施設の利用状況 問14-1 あなた方ご夫婦のお子さんが３歳になるまでの間、子育てに関する各制度や施設を利用しましたか。（○はあてはまるものすべて） ①子どもが３歳になるまでの間利用した制度や施設 制度・施設の利用状況について、いずれの子どもも「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」が最も多くなっている。 「どれも利用しなかった」はいずれの子どもも４割前後を占めており、下の子になるほど割合が高くなっている。 

14.016.6 34.537.8 33.131.6 18.414.1母親の手助けあり(n=902)母親の手助けなし(n=434)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100※子どもがいる夫婦の妻 ※「母親の手助けあり」は、第１子が３歳になるまでの間、夫婦それぞれの母親からの子育てに対する手助けが「日常的にあった」「ひんぱんにあった」のいずれかを回答した者。「母親の手助けなし」は「ほとんどなかった」「すでに亡くなっていた」のいずれかを回答した者  
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【図表1-6-4① 子どもが３歳になるまでの間利用した制度や施設】（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる初婚どうしの夫婦の妻  

27.2
12.812.110.73.33.21.61.40.90.90.40.3

5.1

19.612.211.09.912.39.32.62.11.11.41.00.70.30.1 42.88.5

12.610.89.38.412.310.51.82.11.80.90.90.30.90.0 44.710.5
37.3

13.416.0
0 20 40 60(MA%)地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）産前・産後休暇制度育児休業制度（妻）保育所・幼稚園等の一時預かり公立の認可保育所（へき地保育所を含む）私立の認可保育所短時間勤務制度（妻）認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）など事業所内保育施設ファミリーサポートセンター（会員間の育児の相互援助活動）保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど認定こども園（保育所と幼稚園が一体化した施設）育児休業制度（夫）短時間勤務制度（夫）どれも利用しなかった無回答

第１子(n=1,377)第２子(n=1,069)第３子(n=333)
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②第１子が３歳になるまでの間、現在就労中の母親が利用した制度や施設 現在就労中の母親の第１子が３歳になるまでの間に利用した制度・施設は、「産前・産後休暇制度」が24.7％で最も多い。これに次いで、「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」（21.1％）であり、以下、「育児休業制度（妻）」（20.4％）、「公立の認可保育所（へき地保育所を含む）」（18.3％）、「私立の認可保育所」（18.1％）となっている。 【図表1-6-4② 第１子が３歳になるまでの間、現在就労中の母親が利用した制度や施設】（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.721.120.418.318.112.15.74.43.01.31.20.80.10.1 32.64.1

0 10 20 30 40産前・産後休暇制度地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）育児休業制度（妻）公立の認可保育所（へき地保育所を含む）私立の認可保育所保育所・幼稚園等の一時預かり短時間勤務制度（妻）認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）など事業所内保育施設ファミリーサポートセンター（会員間の育児の相互援助活動）認定こども園（保育所と幼稚園が一体化した施設）保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど育児休業制度（夫）短時間勤務制度（夫）どれも利用しなかった無回答

(MA%)(n=774)
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③第１子が３歳になるまでの間、過去就労経験のある母親が利用したことがある制度や施設 過去就労経験がある母親の第１子が３歳になるまでの間に利用した制度・施設は、「地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）」が42.1％で最も多く、これに次いで「保育所・幼稚園等の一時預かり」（15.8％）で、以下、「産前・産後休暇制度」（5.7％）、「私立の認可保育所」（5.2％）、「育児休業制度（妻）」（4.9％）となっている。 
 【図表1-6-4③ 第１子が３歳になるまでの間、過去就労した経験のある母親が利用した制度や施設】（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

42.115.85.75.24.93.53.31.41.10.80.80.50.50.3 37.05.2

0 20 40 60地域の子育て支援拠点（親子の交流や育児相談をする場）保育所・幼稚園等の一時預かり産前・産後休暇制度私立の認可保育所育児休業制度（妻）公立の認可保育所（へき地保育所を含む）認可外保育施設（託児所・ベビーホテル）などファミリーサポートセンター（会員間の育児の相互援助活動）短時間勤務制度（妻）育児休業制度（夫）事業所内保育施設認定こども園（保育所と幼稚園が一体化した施設）保育ママ（少人数の家庭的保育）・民間のベビーシッターなど短時間勤務制度（夫）どれも利用しなかった

(MA%)(n=368)


